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 本書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。
 お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。
 本体のイラストにはNV-U77Vを使用しています。
 本書で使用しているイラストは、実際の製品とは外観が異なる場合があります。
 NV-U77VTをお使いのお客様は、別紙の「取付と接続（FM VICS）」もあわせてご覧ください。

同梱品を確認する
 “nav-u”本体  クレードル  シガー電源コード
NV-U77VTまたはNV-U77V

 ACアダプター  電源コード（ACアダプター用） USBケーブル

 取付シート  ソフトキャリングケース   ホームスタンド

 クレードルストラップ  ハンドストラップ  コードクランパー

 クリーニングスポンジ  取付と接続（本書）
 取扱説明書
 取付と接続（FM VICS）（NV-U77VTのみ）
 VICS情報有料放送サービス契約約款（NV-U77VTのみ）
 FM VICSユニット一式（NV-U77VTのみ）
 安全のために
 ソフトウェア使用許諾契約書
 製品のご登録のお願い
 ソニーご相談窓口のご案内
 保証書

重要なご注意
本機は、道路交通法および関連する法令・規定類に抵触しないよう正しくダッシュボードにお取り付けくださ
い。特に取り付け後の“nav-u”本体や伸ばしたホイップアンテナが、前方視界、運転、エアバッグなどの妨
げにならないようご注意ください。

クレードルをダッシュボードに確実に取り付けるために、本書に記載された吸盤の取り扱い方法を必ず守っ
てください。正しく取り扱わないと、吸盤の吸着力が弱くなり、本機がダッシュボードから落下することが
あります。

万一、走行中に本機が落下すると、事故やけがの原因となることがあります。本機の落下を防ぐために付属
のクレードルストラップをお使いください。

本機には小さな部品などが使用されています。それらを小さなお子様の手の届くところに置かないでくださ
い。誤って飲み込むおそれがあります。

使用後は、“nav-u”本体とクレードルをダッシュボードからはずし、直射日光の当たらない場所に保管して
ください。“nav-u”本体を高温の車内に放置すると、故障の原因となることがあります。また、クレードル
をダッシュボードに取り付けた状態で放置すると、ダッシュボードが変形することがあります。

タッチパネルにはガラスを使用しています。
以下のようなことを行うと、タッチパネルを破損する場合があります。
・“nav-u”本体を落とす。
・硬いものをぶつける。
・画面を強く押す。
・強い衝撃を与える。
・重いものを載せる。
“nav-u”本体を持ち運ぶ場合は、必ず付属のソフトキャリングケースに入れてください。

磁気カードなどをクレードルに近づけないでください。クレードルに内蔵されている磁石の影響で、磁気カー
ドなどのデータが壊れることがあります。

取り付けかた

1 取り付け位置を決める
本機の取り付け位置は、ダッシュボード上の平滑で凹凸のない、なるべく水平な場所を 
選んでください。

角度調節のしかた

ご注意

 曲面や垂直面ではクレードルが正しく取り付
けられない場合があります。

	本機は、ETC車載機器や無線機、携帯電話、レー
ダー探知機など強い電波を送信したり、受信し
たりする機器から離れた場所に取り付けてくだ
さい。これらの機器の近くで本機を使うと、以
下のようなことが起きる場合があります。
– 本機が正常に動作しない。
– 画像が乱れる。
– 自車位置を正しく表示できない。
– ETC車載機器や無線機、携帯電話、レーダー
探知機などが正常に動作しない。

– ワンセグを受信しづらくなる。
 GPS、ワンセグを受信しやすいよう、他の機器
のアンテナや金属などの障がい物がない場所を
選んでください。

“nav-u”本体とクレードルの取り付け
について詳しくは、手順 8  をご覧くだ
さい。

GPSアンテナ

“nav-u”本体

ホイップアンテナ
（ワンセグ受信用アンテナ）

2 クレードルを起こす

クレードル

この部分を180°回転させる

3 クレードルストラップを取り付ける
クレードルストラップのクリップ部を、車のデフロスターの吹き出し口に取り付けてくだ
さい。（） 
クレードルストラップ先端の輪をクレードルにかけ、図と同じ位置になるようにストラッ
プをクレードルに取り付けてください。（）





ご注意

 クレードルストラップのクリップ部や先端の輪を取り付けた後は、軽く引くなどして確実に取り付
けられていることを確認してください。

 クレードルストラップをクレードルに取り付けたまま、クレードルを強く引くなどして、クレード
ルストラップに過度の力を加えないでください。車を傷つけるおそれがあります。

4 吸盤保護カバーを取りはずす

吸盤保護カバー

ご注意

 吸盤の吸着力が強く、吸盤保護カバーを取りはずしにくい場合がありますので、吸盤保護カバーは
ゆっくりと取りはずしてください。

 ダッシュボードからクレードルをはずしたときは、必ず吸盤保護カバーを取り付けてください。吸
盤の吸着面が汚れたり、傷がついたりすると、吸盤の吸着力が弱くなることがあります。

5 ダッシュボードに取り付ける
吸盤PUSHボタンを強く押してしっかり吸着させ、吸盤LOCK/RELEASEレバーを反時
計回りに90度回してロックしてください。取り付け後は、クレードルを軽く引き、吸
盤がダッシュボードに確実に取り付けられていることを確認してください。

強く押す

まず吸盤の端の 
1か所をダッシュ
ボードにつけてか
ら、空気を押し出
すようにして吸盤
全体を押しつける 反時計回りに90度回す

ご注意
吸盤の全面を一度に押しつけるようにして取り付けると、吸盤内に空気が残り、吸着力が弱くな
ることがあります。

重要なご注意

クレードルは、ダッシュボードの取り付け面をきれいにしてから取り付けてください。 
取り付け面が汚れていると、吸盤の吸着力が弱くなり、本機がダッシュボードから落下するこ
とがあります。

ダッシュボードの材質や表面仕上げなどによっては、吸盤の跡が残ることがあります。あらか
じめご理解のうえ、ご使用ください。

ちょっと一言
吸盤の吸着面にごく小さな穴がある場合があります。これは製造過程で発生するもので、性能に
は影響がなく、使用上支障はありません。

取付シートについて
以下のようなダッシュボードの場合は、取付シートを使用してください。
取付シートを使用しないと、吸盤がしっかりと吸着しないことがあります。また、ダッ
シュボードが変形したり、破損するおそれがあります。
 指で押すと変形するような柔らかい材質の場合
 表面のシボ加工（しわや凹凸）が粗い場合
取り付け位置について詳しくは、手順 1  をご覧ください。

取付シート使用上のご注意

	貼り付け位置は仮置きなどをして慎重に選んでください。 
取付シートは接着力が強いため、ダッシュボードに一度貼り付けると簡単にはがす
ことができません。無理にはがそうとすると、ダッシュボードが変形したり、破損
するおそれがあります。

	ダッシュボードに取付シートを充分接着させるために、取付シートを貼り付けて
24時間以上経ってから、クレードルを取り付けてください。

	一度はがした取付シートは、接着力が弱くなっているので貼り直しできません。

取付シート

はくり紙

6 クレードルストラップの長さを調節する
クレードルストラップがたるまないように、アジャスターで長さを調節して 
ください。

確実に差し込む

アジャスター

裏面へつづく 



困ったときは
“nav-u”関連のサポートページ（下記URL）でお調べください。
最新サポート情報や「よくあるお問い合わせ（Q&A）」などを掲載しています。
http://www.sony.jp/support/nav-u/

お問い合わせの前に
機種名をご確認ください。機種名は、“nav-u”本体背面の機銘板に記載されています。

電源を入／切する
電源を入／切するには、ボタンを押します。

VICSユニットについて
NV-U77VT
FM VICSユニットと、FM VICS用アンテナが付属されています。
FM多重放送で提供される交通情報を受信して、道路交通情報（VICS）を見ることができます。
取り付けかたについて詳しくは、別紙の「取付と接続（FM VICS）」をご覧ください。

NV-U77VT/U77V
別売りのVICS対応ビーコンユニットを接続すると、道路上に設置された電波ビーコンや光ビーコ
ンの情報を送受信して、道路交通情報（VICS）を見ることができます。
対応機種について詳しくは下記のホームページでご確認ください。
http://www.sony.co.jp/nav-u/
取り付けかたについて詳しくは、VICS対応ビーコンユニットに付属の「取付と接続」をご覧ください。

FM VICSユニット（NV-U77VTに付属）

FM VICSユニットの
取り付け例

ワンセグを受信する
ホイップアンテナを伸ばしきります。（）
受信状態が最も良くなるようにホイップアンテナの角度を調節します。（）

ご注意

	ホイップアンテナを伸ばしきらないと、受信感度が著しく悪くなる場合があります。（）
 ホイップアンテナをボタンのほうに向けるとGPSの受信を妨げる場合があります。
	ホイップアンテナの角度を調節するときは、付け根の部分を持ってください。 
先端部分を持ちながら過度の力を加えると、ホイップアンテナが破損することがあります。

	地上デジタル放送のエリア内であっても、地形や建物などによって電波がさえぎられ、 
受信できないことがあります。

ホームスタンドに取り付ける
ホームスタンドを開き、水平で安定した場所に置きます。（）
“nav-u”本体をホームスタンドに取り付けます。（）


指を挟まないように注意



ハンドストラップを取り付ける
“nav-u”本体にハンドストラップを取り付けます。

重要なご注意

“nav-u”本体にハンドストラップを取り付けた状態であっても、ハンドストラップを持ち“nav-u”本
体を振り回すなど、“nav-u”本体およびハンドストラップに過度の力を加えないでください。
“nav-u”本体の故障の原因となるだけでなく、ハンドストラップが切れるなどし、周囲の人を傷つけ
たり、他の物に損傷を与える可能性があります。

コードを固定する
車内にコードを固定するときはコードクランパーを使います。

固定のしかた

はずしかた

ご注意

	貼り付け場所をきれいにしてから貼り付けてください。
 一度はがしたコードクランパーは、接着力が弱くなっているので貼り直しできません。

7 シガー電源コードを接続する
正しく接続されると、エンジンをかけたときにシガー電源コードのランプが緑色に
点灯します。 

シガー電源コード

重要なご注意

“nav-u”本体およびクレードルに使用するシガー電源コードやACアダプターは、必ず付属
品をご使用ください。
指定以外のものを使用すると、“nav-u”本体およびクレードルの対応電圧より高い電圧が
加えられることにより、発煙・発火の原因となり思わぬ事故につながる場合があります。

“nav-u”本体およびクレードルの端子に車のバッテリー電源を直接接続しないでくださ
い。故障の原因となります。

ご注意
シガーライターソケットの形状によっては、シガー電源コードが正しく接続できないことが
あります。

8 “nav-u”本体をクレードルに取り付ける
“nav-u”本体をクレードルの突起に合わせ、カチッと音がするまで“nav-u” 
本体を倒してください。 
取り付け後は、確実に取り付けられていることを確認してください。

カチッ

ご注意

	“nav-u”本体が落下するのを防ぐため、必ずホームスタンドに手を添えて“nav-u”本体を取り付けてくだ
さい。（）

 傾いた場所や不安定な場所などに置かないでください。落下して“nav-u”本体が破損する場合があります。

はずしかた
使用後は、クレードルをダッシュボードからはずしてください。
ダッシュボードに取り付けた状態で放置すると、ダッシュボードが変形することがあります。

1 “nav-u”本体をはずす
 ホイップアンテナが出ている場合は収納します。
 クレードルのRELEASEボタンを押してから、“nav-u”本体をはずします。

ご注意
“nav-u”本体が落下するのを防ぐため、必ず“nav-u”本体を持ちながらRELEASEボタンを押し
てください。

2 クレードルをはずす
クレードルをはずす前に、クレードルストラップをはずします。
アジャスターからクレードルストラップをほどき、クレードルストラップ先端の輪を
クレードルからはずしてください。（、）

VICSユニットを取り付けている場合は、クレードルをはずす前にVICSユニットを取りは
ずしてください。


アジャスター




時計回りに90度回す

　吸盤の粘着力が強いため、下記の手順で取りはずしてください。

タブ

矢印（○）の方向に数秒間引っ張り 
続ける

ご注意

	必ずクレードルのタブを持って吸盤
をはがしてください。

	下記のことを行わないでください。
吸盤が破損することがあります。
– 水平方向（×の方向）に引っ張る。
– 吸盤とダッシュボードの間に指や
鍵、工具など硬いものを入れて、
吸盤を無理にはがす。

ゆっくりとはがす
吸盤がはがれはじめてから3～ 5秒程度
かけ、ゆっくりはがします。

ご注意
吸盤を勢いよくはがしたり、ダッシュ
ボードから完全にはがれる前に水平方
向に力を加えると、吸盤が破損するこ
とがあります。

タブ



吸盤保護カバー

ご注意

	寒冷地や冬期の使用などでダッシュボードの温度が低下していると、吸盤をはがしにくいことがあります。
	ダッシュボードからクレードルをはずしたときは、必ず吸盤保護カバーを取り付けてください。吸盤の吸着
面が汚れたり、傷がついたりすると、吸盤の吸着力が弱くなることがあります。（）

RELEASE
ボタン


